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１．はじめに 

 豊橋技術科学大学で，平成 26 年 8 月 8 日（金）に開催された，技術公開講座「技術者養成研修」へ参

加したのでその報告をする．本講座の開催目的としては，近年の科学技術の発展は目覚ましく，企業等

の技術者・研究者は，能力の向上を強く求められているが，現実は企業内研修を行うには時間的・経済

的な余裕もなく，また設備の充実等についても十分な措置が取られているとはいいがたい状況の中で，

少しでも地域の要請に応え，また知識の還元のため，企業の技術者・研究者及び大学・高等専門学校，

工業高校教員に対して，実験・実習を主体とした技術公開講座を開催することとされていた． 

２．講座の概要 

・テーマ ： 「最先端の機械加工（ものづくりの基礎から最先端まで）」 

  ・開催日時： 平成 26 年 8 月 8 日（金）10 時 00～16 時 30 分 

  ・講 演 ： 最先端の機械加工（ものづくりの基礎から最先端まで） 

  ・講 師 ： 村上 良彦 氏 （村上技術経営研究所 所長） 

  ・受講者 ： 21 名 

３．講義の内容  

講師の村上良彦氏は，工具メーカーの開発技術者をされていたことから，日本のものづくり産業の生

き残り戦略のキーポイントとなり得る「高速・高効率加工」「難削材加工」「環境対応加工」「微細高

精度加工」について紹介された．また，その基礎的な事項から応用的な内容の講義が行われた．続いて

実演で使用する工具(ドリル，タップ，エンドミル）の特徴や，具体的な切削条件等の説明を受けた． 

４．演習・実習の内容 

演習・実習は，研究基盤センター附属実験実

習工場の技術職員の方々が担当され，マシニン

グセンター（OKUMA 製 MP‐46V TypeS）を使

用して，ドリル，タップ，エンドミル加工にお

ける最先端の高能率，高精度，環境対応加工に

ついて行った． 

５．おわりに 

 本講座を受講して，機械加工で使用する切削

工具は重要なものであり，更に，最新の工具や

その加工法を知ることは，難削材加工や高能率

加工において大変重要であると再認識した．そ

して，今回学んだことを今後の機械加工で，お

おいに活用していきたいと思った． 

また，豊橋技術科学大学では，このような技

術公開講座を定期的に開催しているとのこと

なので，今後も機会があれば参加したい． 


